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マテリアルバランス

集計期間：令和４年４月～令和５年３月
※SBT認定のCO2算定データは右ページ掲載

事業活動インプット

投入資源

収集運搬

中間処理

最終処分

解体工事

分　　析

オフィス

営業活動

アウトプット

廃棄物受入量
32,431ｔ 埋立廃棄物

12,172ｔ

リサイクル
12,240ｔ

非エネルギー起源
（廃棄物焼却による）

CO2
18,067ｔ-CO2

エネルギー起源
（燃料消費による）

CO2
3,109ｔ-CO2

排水 （下水）
9,315 ㎥

電　気
2,982,338 Kwh

Ａ重油
70KL

ガソリン
9KL

軽　油
519KL

プロパンガス
1,517 ㎥

消石灰
257ｔ

活性炭
23ｔ

コピー用紙
358,200 枚（A4換算枚数）

水
9,340 ㎥
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　平成 23 年より RPF 施設建屋の壁面に太陽光パネル 42 枚を設置
し、廃棄物処理施設の稼働に必要な電力の一部を太陽光発電によ
るクリーンエネルギーで賄っています。発電量は 1 か月あたり約
275Kwh で、1 年間で約 36 トンの CO2 発生量の削減に貢献してい
ます。これは杉の木約 120 本分の年間 CO2 吸収量に相当します。

太陽光パネルの設置

　　　　太陽光パネル

■ Scope ３の内訳
CO2 排出量

(t-CO2)
カテゴリ 1 購入した製品・サービス 1,463
カテゴリ 2 資本財 593
カテゴリ 3 Scope1.2 に含まれない燃料及びエネルギー関連活動 446
カテゴリ 4 輸送・配送（上流） 132
カテゴリ 5 事業から出る廃棄物 1,609
カテゴリ 6 出張 5
カテゴリ 7 雇用者の通勤 157
カテゴリ 9 輸送・配送（下流） 249
カテゴリ 10 販売した製品の加工 7,784
カテゴリ 11 販売した製品の使用 7,723
カテゴリ 12 販売した製品の廃棄 771

合　　　 計 20,931

CO 2排出量
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■品目毎の処分割合

■全体

廃棄物処分データ

燃え殻・ばいじん埋立量・・・・・・・・・・・・・・・・・5,612 t
燃え殻リサイクル量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 t

RPF製造量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,465 t

原料として再生利用（一般廃棄物含む）・・・1,972 t

＜松江クリーン最終処分場へ移動＞
がれき類・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48㎥
埋立処分（管理型処分場）・・・・・・・・・・・・・・2,422 t
埋立処分（安定型処分場）・・・・・・・・・・・・・・2,938 t
石膏ボード原料として再生利用・・・・・・・・・・・258 t
ボイラー燃料として再生利用・・・・・・・・・・・・・・293 t
焙焼後再生利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 t
セメント原料として再生利用・・・・・・・・・・・・・・・590 t
堆肥として再生利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,033 t
製鋼原料として再生利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23 t
原料として再生利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 t
鋼原料として再生利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,372 t
原料として再生利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・57 t
再生砕石として再生利用・・・・・・・・・・・・・・・・1,166 t

原料として再生利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 t

管理型処分場にて埋立処分・・・・・・・・・・・・1,199 t

再生砕石として再生利用・・・・・・・・・・・・・・・・1,956 t
製鋼原料として再生利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 t

安定型埋立・・9,135.7 t

破砕・・・・・・・・・・2,390 t

脱水・・・・・・・・660.7㎥

濃縮・・・・・・・・186.3㎥

溶融・・・・・・・・828.2㎥

破砕・・・・・・・10,938㎥

選別・・・・・109,603㎥

圧縮・・・・・・・・・・3,969 t

圧縮固化・・・・・3,465 t

焼却・・・・・・・・11,366 t

廃プラスチック類・・・・・・・・・・・・・135.5 t
金属くず・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28 t
ガラス・陶磁器くず・・・・・・・・・・・886.6 t
がれき類・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,973.9 t

＜石綿含有産業廃棄物＞
廃プラスチック類・・・・・・・・・・・・・・・・・19 t
金属くず・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15.8 t
ガラス・陶磁器くず・・・・・・・・・・・・・3.85 t
がれき類・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・463.5 t

汚泥・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2387.15㎥
廃油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・159.71㎥
廃酸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43.45㎥
廃アルカリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・132.83㎥
廃プラスチック類・・・・・・104578.63㎥
紙くず・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7499.24㎥
木くず・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19223.96㎥
繊維くず・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・634.67㎥
動植物性残さ・・・・・・・・・・・・・・212.38㎥
ゴムくず・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.00㎥
金属くず・・・・・・・・・・・・・・・・・18430.46㎥
ガラス・陶磁器くず・・・・・・・9427.09㎥
がれき類・・・・・・・・・・・・・・・・・・6345.67㎥
廃乾電池・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.13㎥
廃蛍光灯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・86.57㎥
引火性廃油・・・・・・・・・・・・・・・・・・62.14㎥
強酸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.68㎥
強アルカリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.50㎥
感染性廃棄物・・・・・・・・・・16427.17㎥
一般廃棄物・・・・・・・・・・・・・・2117.34㎥
一般廃棄物・・・・・・・・・・・・・・・1355.92 t

松江本社からの移動
がれき類・・・・・・・・・48㎥

産業廃棄物量

廃棄物量

【松江クリーン最終処分場】

【松江本社】

最終処分率 リサイクル率
汚 泥 100% 0%
廃 油 100% 0%
廃 酸 100% 0%
廃 ア ル カ リ 100% 0%
廃プラスチック類 70% 30%
紙 く ず 10% 90%
木 く ず 47% 53%
繊 維 く ず 41% 59%
動 植 物 性 残 さ 100% 0%

最終処分率 リサイクル率
金 属 く ず 6% 94%
ガ ラ ス く ず 等 93% 7%
が れ き 類 83% 17%
コンガ ラ・ アスガ ラ 0% 100%
特別管理産業廃棄物 100% 0%
廃 蛍 光 管 100% 0%
廃 乾 電 池 100% 0%
一 般 廃 棄 物 0% 100%

廃棄物受入量
32,431t

中間処理後廃棄物
24,412t（75%）

減重量　8,019t（25%）
リサイクル量　12,240t
廃棄物埋立量　12,172t
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■排ガス測定結果 					   

測定項目
測定値

法規制値 単位
R4.5.11 R4.9.28

ダイオキシン類 0.084 0.043 1 ng-TEQ/Nm3
塩化水素 100 64 700 mg/Nm3
ばいじん 0.004 0.002 0.08 g/Nm3
硫黄酸化物 0.36 　0.48 25.1 24.4 Nm3/h
窒素酸化物 72 74 250 ppm
総水銀 1.2 0.8 50 μg/Nm3

■燃え殻分析結果	 	

測定項目
測定値

法規制値 単位
R4.12.7

ダイオキシン類 0.39 3 ng-TEQ/ｇ

測定項目
測定値

法規制値 単位
R4.12.8

アルカリ水銀化合物 不検出 検出されないこと mg/㍑
水銀又はその化合物 不検出 ≦0.005 mg/㍑
カドミウム又はその化合物 不検出 ≦0.09 mg/㍑
鉛又はその化合物 不検出 ≦0.3 mg/㍑
六価クロム化合物 不検出 ≦1.5 mg/㍑
砒素又はその化合物 不検出 ≦0.3 mg/㍑
セレン又はその化合物 不検出 ≦0.3 mg/㍑
ＰＣＢ 不検出 ≦0.003 mg/㍑
1,4-ジオキサン 不検出 ≦0.5 mg/㍑

■温度、CO/HCLチャート
 

焼却施設データ
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HCL平平均均値値
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法法規規制制値値 100ppm以以下下
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■排水分析結果（本社）	 	 	 	

測定項目
測定値

法規制値 単位
R4.8.1 R4.12.2

ダイオキシン類 0.00017 0.00006 10 pg-TEQ/㍑

測定項目
測定値

法規制値 単位
R4.12.2

カドミウム化合物 不検出 ≦0.03 mg/㍑

シアン化合物 不検出 ≦1 mg/㍑

有機燐化合物 不検出 ≦1 mg/㍑

鉛又はその化合物 不検出 ≦0.1 mg/㍑

六価クロム化合物 不検出 ≦0.5 mg/㍑

砒素及びその化合物 不検出 ≦0.1 mg/㍑

水銀又はその化合物 不検出 ≦0.005 mg/㍑

アルキル水銀化合物 不検出 検出されないこと mg/㍑

PCB 不検出 ≦0.003 mg/㍑

トリクロロエチレン 不検出 ≦0.1 mg/㍑

テトラクロロエチレン 不検出 ≦0.1 mg/㍑

ジクロロメタン 不検出 ≦0.2 mg/㍑

四塩化炭素 不検出 ≦0.02 mg/㍑

1，2-ジクロロエタン 不検出 ≦0.04 mg/㍑

1，1-ジクロロエチレン 不検出 ≦1 mg/㍑

シス-1，2-ジクロロエチレン 不検出 ≦0.4 mg/㍑

1，1，1-トリクロロエタン 不検出 ≦3 mg/㍑

1，1，2-トリクロロエタン 不検出 ≦0.06 mg/㍑

1，3-ジクロロプロペン 不検出 ≦0.02 mg/㍑

チウラム 不検出 ≦0.06 mg/㍑

シマジン 不検出 ≦0.03 mg/㍑

チオベンカルブ 不検出 ≦0.2 mg/㍑

ベンゼン 不検出 ≦0.1 mg/㍑

セレン及びその化合物 不検出 ≦0.1 mg/㍑

アンモニア、アンモニウム化合物、
亜硝酸化合物、 硝酸化合物 0.3 ≦100 mg/㍑

ふっ素及びその化合物 不検出 ≦8 mg/㍑

ほう素化合物 0.01 ≦10 mg/㍑

1，4-ジオキサン 不検出 ≦0.5 mg/㍑

排水データ
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■浸透水・地下水分析結果（松江クリーン最終処分場）	 				  

測定項目
測定値

法規制値 単位R4.8.8 R4.8.29
浸透水 地下水(上流) 地下水(下流)

カドミウム 不検出 不検出 不検出 ≦0.003 mg/㍑
全シアン 不検出 不検出 不検出 検出されないこと mg/㍑
鉛 不検出 不検出 不検出 ≦0.01 mg/㍑
六価クロム 不検出 不検出 不検出 ≦0.05 mg/㍑
砒素 不検出 不検出 不検出 ≦0.01 mg/㍑
総水銀 不検出 不検出 不検出 ≦0.0005 mg/㍑
アルキル水銀 不検出 不検出 不検出 検出されないこと mg/㍑
PCB 不検出 不検出 不検出 検出されないこと mg/㍑
トリクロロエチレン 不検出 不検出 不検出 ≦0.01 mg/㍑
テトラクロロエチレン 不検出 不検出 不検出 ≦0.01 mg/㍑
ジクロロメタン 不検出 不検出 不検出 ≦0.02 mg/㍑
四塩化炭素 不検出 不検出 不検出 ≦0.002 mg/㍑
1，2-ジクロロエタン 不検出 不検出 不検出 ≦0.004 mg/㍑
1，2-ジクロロエチレン 不検出 不検出 不検出 ≦0.04 mg/㍑
1，1-ジクロロエチレン 不検出 不検出 不検出 ≦0.1 mg/㍑
1，1，1-トリクロロエタン 不検出 不検出 不検出 ≦1 mg/㍑
1，1，2-トリクロロエタン 不検出 不検出 不検出 ≦0.006 mg/㍑
1，3-ジクロロプロペン 不検出 不検出 不検出 ≦0.002 mg/㍑
チウラム 不検出 不検出 不検出 ≦0.006 mg/㍑
シマジン 不検出 不検出 不検出 ≦0.003 mg/㍑
チオベンカルブ 不検出 不検出 不検出 ≦0.02 mg/㍑
ベンゼン 不検出 不検出 不検出 ≦0.01 mg/㍑
セレン 不検出 不検出 不検出 ≦0.01 mg/㍑
1，4-ジオキサン 不検出 不検出 不検出 ≦0.05 mg/㍑
クロロエチレン 不検出 不検出 不検出 ≦0.002 mg/㍑
BOD 0.6 ≦20 mg/㍑
COD 2.8 ≦40 mg/㍑

TOPICS！
　令和 4 年 6 月、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、
松江市環境エネルギー部環境対策課様による松江クリーン最終
処分場の定期検査を受けました。処分場の現地確認や、水質検
査結果等の書類確認の結果、法律上の構造基準に適合している
と認められました。引き続き、施設の適性な維持管理に努めて
参ります。
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　平成13年にISO14001を認証取得して以来、約20年
にわたり継続して環境マネジメントシステムを運用して
います。
　令和5年1月18日～20日にかけて、一般財団法人日本
品質保証機構（JQA）による定期審査を受けました。審
査の結果、重大な不適合事項や軽微な不適合事項はなく、
グッドポイント4件、改善の機会4件で、認証継続は適切
であるとのご判断をいただきました。

■ISO14001認証取得状況
審査機関 一般財団法人日本品質保証機構（JQA）
適用規格 環境マネジメントシステム（ISO 14001:2015）(JIS Q 14001:2015)
登録番号 JQA－EM1465

登録活動範囲 一般廃棄物、産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集・運搬・中間処理・リサイクル及び
最終処分

登録事業所 松江本社、松江クリーン最終処分場

ISO14001による環境マネジメントシステムの推進

登録証 付属書

TOPICS！
　これまで松江本社のみ認証登録を受けていたところ、この度の審査によ
り、松江クリーン最終処分場が新しく認証サイトとして登録されました。
これに伴い、適用されるサービスの範囲に、廃棄物の「最終処分」が追加
となりました。松江本社・松江クリーン最終処分場ともに、今後もよりよ
い環境マネジメントシステムの推進を図って参ります。
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　事務所や現場休憩室にて、従業員が廃棄するご
みについては、分別を徹底し、可能な限りリサイ
クルを行っています。令和4年4月の「プラスチッ
ク資源循環促進法」を受け、今年度より「ペット
ボトル」の分別区分を新たに設けました。飲み終
わった後の空ペットボトルは、当社施設にて圧縮
減容後、リサイクル業者にてマテリアルリサイク
ルされます。

　島根県は日本海に広く面しており、海外由来のものを含め多くの漂
着廃棄物が流れ着きます。当社では海岸管理者より漂着廃棄物の回
収・清掃業務の委託を受けた企業様からの依頼により、漂着廃棄物の
運搬・適正処分を行っています。

■海岸漂着廃棄物処理実績
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

産業廃棄物(当社処分) 21.3t 15.9t 36.3t 33.9t

一般廃棄物
行政処分 0.4t 29.1t 13.9t 10.6t
当社処分     19.9t(※)

※行政より処分委託を受けた漁網等(写真)

　令和3年より、「海と日本プロジェクト」の推進パートナーに登録し
ています。毎年6月と10月の「海ごみゼロウィーク」期間中には、青
いアイテムを身に付け清掃活動を実施しています。

　また、プラスチックごみによる環境汚染の解決に向け環境省が実施
している「プラスチックスマートプロジェクト」の趣旨に賛同し、当
社が実施しているプラスチックごみ削減に向けた取組みを、プロジェ
クトのHPを通じて紹介しています。　

会社内から出るごみのリサイクル

海岸漂着廃棄物の処理

環境保全プロジェクトへの参加
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　全ての従業員が仕事とプライベートの両立をしながら、やりがいを持って働き続けられるよう、環境
の整備や、法を上回るサポートを行っています。

■当社独自の有給休暇制度
・1日単位、半日単位だけでなく1時間単位で有給休暇の取得が可能。
・ミニ休暇制度の導入（入社日から半年間、毎月1日間の有給休暇が取得可能。※労働基準法では有給休
暇が付与されるのは入社半年後から）

■育児や介護をする従業員に対する支援制度
当社規定 育児・介護休業法

短時間勤務
（6時間/日） 小学校3年生以下の子を育てている場合適用 3歳未満の子を育てている場合適用

看護休暇 年間7日まで取得可能
（2人以上の場合は12日）

年間5日まで取得可能
（2人以上の場合は10日）

介護休暇 年間7日まで取得可能
（2人以上の場合は12日）

年間5日まで取得可能
（2人以上の場合は10日）

■奨学金返済者に対する支援制度
　奨学金返済中の全従業員を対象に、返済完了若しくは退職するまで月額最大15,000円を支給してい
ます。企業から機構への代理返還制度を利用することも可能です。

■在宅勤務の導入
　令和2年4月より在宅勤務を導入しています。ノートPCやネット
ワーク回線などのインフラを整える取り組みも同時に行いました。
その他、RPA（※）の導入やオンライン会議の積極的な活用により働
く場所や時間に柔軟性を持たせています。
　（※）RPA（Robotic Process Automation）：人間が行っていた定型作業を

ソフトウェアロボットが代行する仕組み

ワーク・ライフバランスの推進

TOPICS！

ロボパットを使いこなし、組織に定着させるた
めの知識やスキルを習得した「ロボパットマス
ター」の認定証。現在11名が取得しています。

オンライン会議中の様子

　RPA への取組みにより定型的で負荷の高い業務の自動化
を進めています。プログラミング等の専門知識を必要としない

「ロボパット」を導入し、従業員が自ら RPA ロボットを作成
することで飛躍的に多くの手作業を自動化することが出来まし
た。今後も、DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進し、
業務の効率化や生産性の向上をはかって参ります。
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　女性従業員がライフイベントなどを経ても働き続けられるだけでなく、能力を最大限に発揮し、活躍
できるような組織作りは非常に重要なことだと考えています。
　当社では、2016年4月から施行された「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づ
き、女性の職業生活における活躍推進行動計画を策定しています。

【女性活躍推進法に基づく基本計画】
計画期間 令和3年9月1日～令和8年8月31日

目　　標 在宅勤務の利用率を6.2％から12％に上げる

取組内容・実施期間

令和3年9月～　業務内容の分担や見直しを行い、在宅勤務をより利用しや
すく出来るよう検討する。
令和4年9月～　在宅勤務の利用率を確認し、在宅勤務の運用方法を見直し
改善を検討する

■令和4年度雇用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

取締役 従業員数 役職者 指導的地位の
役職者＊ 平均勤続年数 新規採用人数

（新卒・中途）

全　体 5名 158名 69名 17名 9.3年 14名

男　性 4名 116名 48名 14名 10.5年 7名

女　性 1名 42名 21名 3名 5.8年 7名

女性の割合 20％ 27％ 30％ 18％

＊課長以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和5年3月31日時点）

女性活躍推進

TOPICS！
　令和4年度「しまね女性の活躍応援企業表彰」を受賞致しました。本表彰は、女性の活躍推進に
向けて積極的に取組んでいる「しまね女性の活躍応援企業」のうち、特に優良な取組を行っている
企業・団体を表彰する
ものです。「テレワーク
の本格的な導入」や「女
性従業員のうち役職者
が占める割合45％ （役
職者として活躍したい
と考える女性従業員が
増加)」、「法定を上回る
短時間勤務・看護休暇
の取得などの制度」 と
いった取組みが評価さ
れ、受賞に至りました。

令和 5年 1月 18 日の表彰式にて県知
事より表彰状とトロフィーを授与して
いただきました

知事との懇談会の様子
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　当社の関連企業で、障がい者の方々の就労支援を行っている「ＮＰＯ法人あすのひかり」と共同しながら、
障がい者の方々の受入を行っています。リサイクル施設での選別作業や、事務所の清掃など、日々の業務を
お願いすることで障がい者の方々が安定的に働く場を提供する体制を確立するとともに、障がい者の方々が
働きやすい職場づくりに取り組んでいます。

障がい者労働支援

廃棄物選別作業の様子 障がい者の方々との共同防災訓練の様子

TOPICS！
　令和4年12月8日、「松江市障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり条例」に基づく
市長表彰を受賞致しました。本表彰は、障がいのある人に対する理解を広げ、市民の模範となる行
為をした個人・団体を表彰するものです。

【受賞対象となった主な取組み】（一部抜粋）
・廃棄物選別作業において、写真マニュアルを作成して全作業員で共有するなど、ミスが発生しな

いよう工夫されている
・働きやすい環境づくりのため、積極的に最新技術を導入し、障がいのある方が従事可能な業務の

拡大に繋げている。
・毎月1回、 契約を交わしているNPO法人に所属する障がいのある方と合同で会社周辺の清掃活

動を実施するなど、障がいのある方と関わる機会を積極的に設けている。

松江市長より表彰状を授与していただきました 市長との懇談の様子
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　社内コミュニケーションの活性化及び組織の一体感醸成に向けた様々な取組みを実施しています。
　■ 1on1 ミーティング

令和元年 6月より導入しました。業務目標の進捗確
認や困りごとなどの相談の場として、上司と部下が定
期的に1対１でしっかり対話を行っています。

　■社内SNS、グループウェアの活用
社内コミュニケーションの活性化を図るだけでなく、
業務に必要なナレッジやツールの共有、全社方針や経
営層のメッセージ配信など、従業員が会社の情報に触
れられる環境を整えています。

　■エンゲージメントサーベイの実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今年度よりwebアンケート方式による従業員サーベイ(調査)を定期的に実施しております。面と向かっ
ては言いにくい「声に出せない意見」を吸い上げ、改善すべきポイントを検討・実施することで、従業
員のエンゲージメント向上を図って参ります。

社内コミュニケーション

TOPICS！
　令和 4 年 8 月、建物の老朽化に伴い、「環境分析センター」を解体し、新たに「分析棟」として竣
工しました。新しい分析棟には、廃棄物等の環境分析を行う分析室だけでなく、会議や打合せ等で使
用するスペースを 5 部屋、インサイドセールスで使用する個室を 3 部屋新たに設けました。これにより、
１on１ミーティングや打合せ時の慢性的なスペース不足が解消されました。

分析棟外観 分析業務で使用する「原子吸光度計」等
の機器も更新しました

ミーティングスペース ミーティングスペース
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　組織の活性化や従業員のモチベーション向上を図るため、あらゆる報奨制度を設けています。

年間ＭＶＰ賞
１年間で、会社に新たな価値を生み出した取り組みを行った従業員またはチー
ムへの報奨。得点順にアースサポーター賞 ( ２位 )、グッジョブ賞 ( ３位 )、審
査委員特別賞の表彰もあります。

個人賞 1 年間で、各部署にて選出された功労者に送られる報奨。ムードメーカーで賞、
プロフェッショナルで賞、新人賞等があります。

ベストサンクス賞
社内SNSの「ありがとうを送信」機能を使用し、日頃の業務の中で従業員同士
で感謝の言葉を贈ります。四半期毎により多くの「ありがとう」をもらった従
業員を表彰します。

お褒めの言葉賞 廃棄物の収集・解体作業、電話応対等において、お客様より「お褒めの言葉」
をもらった従業員への報奨。

作業改善提案報奨 現場作業において、よりよい作業改善提案を行った従業員への報奨。コスト削
減効果、生産性、安全度等により評価します。

Ａ重油ランキング賞 焼却炉の運転時、使用するＡ重油の量が少なかった上位３位の従業員へ表彰を
行います。（※）

（※）A 重油は焼却炉の助燃材として使用しますが、使用量を抑えることで CO2 削減に繋がります。

安定的な雇用確保のため、新卒の採用活動に力を入れており、毎年継続的に新卒の学生を採用しています。

報奨制度

新卒採用活動

新卒採用データ

２名

H31.4 R2.4 R3.4 R4.4 R5.4

２名

４名

６名

１名

企業説明会参加の様子
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　平成12年より、地域の小学校へ「ごみの分別やごみ収集車の仕組み」についての出前授業を行っています。
「家庭から出たごみがどこに行きどのようにリサイクルされるのか？」についてスライドを使って説明する
他、ごみの分別に関するクイズに挑戦してもらったり、ごみ収集車の運転席への乗車体験など、児童の皆さ
んに出来るだけ分かりやすく、楽しく学べるよう工夫をしています。

授業を受ける児童の皆さん
（竹矢小学校）

ごみの分別クイズに挑戦中の様子
（乃木小学校）

授業後に児童からいただいたお手紙パッカー車の仕組みについて学ぶ様子
（忌部小学校）

環境教育

環境教育実施校(令和４年度)
６月22日	 竹矢小学校	 ４年生２クラス	  50名
６月29日	 忌部小学校	 ４年生１クラス	  22名
７月 6 日	 乃木小学校	 ４年生４クラス	 139名
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　近年、「学習指導要領」が改訂され、「持続可能な社会の実現に向けて実践的に行動できる人材育成」に、
学校・市民団体・企業が連携して取り組むことが求められるようになりました。こうした教育現場のニーズ
や、「持続可能な地域・社会貢献の実施」への取り組みとして、当社では今年度から新たに「SDGs出前授業」
を環境教育のラインナップの一つとして追加しました。
　この授業は、カードゲーム ( ゲーム名「2030SDGs」：一般社団法人イマココラボ開発 ) を使用し、楽し
みながら SDGs について学べる内容となっています。開催にあたり、当社では、３名の従業員がこのゲー
ムの「公認ファシリテーター」の資格を取得しました。
SDGsカードゲームを使用したワークショップは、今後、企業・団体にも展開していく予定です。

令和 5年 2月、松江市立乃木小学校様にて開催した授業の様子

3 人 1組のチームに分かれ、配布されたお金と時間を
使って各チームのゴールと 2030 年の SDGs が達成さ
れた世界を目指します。

他チームとの交渉や取引を重ねながら、自分たちの行動
が世界にどんな影響を与えるのか体験した児童たち。

ゲームの進行に伴い変化していくメーター。世界の健全
度が分かります。チームのゴール達成だけを目指すと、
世界の均衡が崩れてしまいます。

授業に参加した児童の感想

カードゲームで楽しく学ぶSDGs出前授業
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　毎年、地域の小学校様に図書寄贈を行っています。
今年度も、竹矢小学校様、乃木小学校様、忌部小学
校様に図書を寄贈させていただきました。この取り組
みは平成16年から実施しており、今年度は、環境だ
けでなく、様々なジャンルの図書をお送りしました。寄
贈した小学校様からは、お礼の言葉と共に、図書を受
け取られた様子の写真を送っていただきました。今後
も継続した地域貢献活動を行って参ります。

　松江本社では、約20年にわたり、毎月会社周辺の清掃活動を行っています。周辺にはラムサール条約の登
録を受けた中海がありますが、沿岸部や付近の道路には空き缶・ペットボトルなどのごみがたくさん落ちています。
　また、松江クリーン最終処分場のある忌部地区では、自治会の皆様による「クリーン忌部」という清掃活動
が定期的に実施されています。令和５年３月の活動には、当社も初めて参加し、自治会の皆様と共に松江クリー
ン最終処分場から千本ダムまでの主要路線沿いを中心にゴミ拾いや除草作業を行いました。今後も活動に参加し、
地域の環境保全に努めて参ります。

小学校への図書寄贈

竹矢小学校様

松江本社周辺の清掃活動中の様子

乃木小学校様

忌部小学校様

「クリーン忌部」参加の様子

会社周辺の清掃活動
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　令和４年７月３日、松江本社にて地元自治会様見学会を開催致しました。本見学会は、平成12年に締結させ
ていただきました竹矢地区自治協会様をはじめとする８団体様との「環境に関する協定」に基づき、年１回程度
開催しております。直近の新型コロナウイルス感染者数の増大に伴う会合等の短縮要請が出ていたこともあり、
一部内容を省略する形となりましたが、無事に30回目を開催することが出来ました。
また、11月27日には松江クリーン最終処分場にて近隣の自治会長様、組合長様をお招きし、第１回目となる地
元自治会様見学会を開催致しました。当日は、スライドにて当社の活動紹介及び最終処分場に関するデータに
ついて説明した後、最終処分場内の見学や、水質検査のサンプリング方法をご覧いただきました。
今後も本社、松江クリーン最終処分場共に、見学会等を通じて、徹底した情報公開に努めてまいります。

　松江本社では、地元自治会様の各家庭より排出される廃食油を回収し、軽油代替燃料（バイオディーゼル燃料）
にリサイクルする事業を平成14年より進めています。
　リサイクルした燃料は当社の重機や場内の燃料として利用しています。地域の皆様のご協力により、令和４年
度は144ℓ、累計で4260ℓの廃食油をリサイクルさせていただきました。

地元自治会様見学会

松江本社 松江クリーン最終処分場

廃食油リサイクル
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　島根県では、廃棄物の不当投棄を防止する為、関係機関・団体
と連携した合同パトロール及び撤去作業を毎年行っています。当社
も「しまね産業資源循環協会」の会員として令和４年11月16日に
松江市玉湯町にて実施された撤去作業に参加しました。
　不法投棄されていた廃棄物は、タイヤ・洗濯機・冷蔵庫・扇風機・
ビニールシート・ペットボトル・ビンなど合計で６㎥でした。廃棄物
の不法投棄はいまだに後を絶たず、島根県においては近年増加傾
向にあります。引き続き、当社も不法投棄防止に向けた取組みに協
力して参ります。

　近年、大規模な自然災害が頻発し、それによる災害
廃棄物の発生は深刻な社会課題となっています。被災
地域で処理困難な廃棄物が大量に発生すると、迅速な
復旧の妨げになるだけでなく、悪臭等の公衆衛生上の
問題や火災のリスクも高まります。
　当社は廃棄物のプロとして、災害廃棄物の迅速かつ
適正な処理への協力は重要な社会的役割の一つである
と考えています。地域と綿密に連携し、円滑な災害復
旧に貢献出来るよう努めて参ります。

　島根県では、環境について専門的な知識や豊富な経験を持った方を『し
まね環境アドバイザー』として登録し、県内の学校や自治会、企業等の環
境問題に関する学習会の場に講師として派遣しています。
　当社の社長、尾﨑もこの「しまね環境アドバイザー」として登録させて
いただいており、毎年、地元の学校や企業様にて、廃棄物やリサイクル
に関する環境授業 ( 講演 )を行っています。

不法投棄撤去作業

災害廃棄物の受入

令和３年７月の豪雨災害時に雲南市で発生した災害廃棄
物。雲南市からの要請に基づき、適正処分に協力致しま
した。

しまね環境アドバイザー
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　当社は、「片付け堂 ( 個人向け不用品回収サービス事業 )」、「解体堂 ( 個人向け解体事業 )」のフランチャイ
ズ店として事業を展開しています。少子高齢化が進む日本では、「実家じまい」やそれに付随する「空き家問題」
「墓じまい」は大きな社会テーマとなっており、不用品回収・遺品整理事業や、空き家の解体事業は今や地域
の重要なインフラです。一方で、「無許可業者」による回収・処分や料金トラブル、不適正処理による環境汚
染等の問題は後を絶たないのが現状です。
　当社は、“ 正規の許可を有した ” 業者として、法令順守を含めた適正サービスを提供することで、これからも
地域社会に貢献して参ります。

　地元のプロバスケットボールチーム『島根スサノオマジック』のオフィ
シャルスポンサーとして応援を継続しています。2022-2023シーズ
ンもユニフォームスポンサーとして参加した他、SNSを通じたお客様
向けのチケットプレゼントキャンペーンや、地元のミニバスケットボール
チームの小学生を対象に、ホームゲームの観戦招待企画を実施しまし
た。今後も島根スサノオマジックの支援を通じて地域活性化に貢献して
参ります。

片付け堂・解体堂

スポーツスポンサー

片付け堂 解体堂



26

　廃棄物処理業は、他の産業と比べて労働災害の発生が多い業界です。当社では、安全衛生基本方針を打ち
出すとともに、安全衛生委員会を中心に、安全な職場環境の維持管理及び労働災害発生の防止に努めておりま
す。

■安全衛生基本理念・基本方針

■安全衛生管理組織
　代表取締役をトップに、総括安全衛生
管理者の監督体制のもと安全衛生委員会
を運営し、1か月に1回安全衛生会議を
実施しています。
　会議には、現場の各課担当者が参加し、
産業医同席のもと、安全衛生パトロール
の実施結果や場内巡視結果の報告、労働
時間の状況、ヒヤリハット報告、災害・事
故事例の共有等を行っています。
　また、毎年5月にはグループウェアを通
じて安全衛生に関する年間活動報告や改
善事例等を全社員に発信し、労働安全衛
生に関する意識向上を図っています。

安全衛生管理体制の確立

安全衛生基本理念・基本方針

■安全衛生基本理念
　私たちアースサポート株式会社は事故や労働災害の防止の為に技能向上への意欲とルールを守る心、仲間を守る心、
危険を感じる心を育て、健康を守る為に強い意志をもって継続的に疾病予防と健康被害防止に取り組みます。

■安全衛生基本方針
　１ 人ひとりの安全と健康を守る為、全員が、積極的に安全衛生活動を推進します。
１．法令、安全衛生管理規定、作業手順、ルールを順守します。
２．活動的な安全衛生管理体制をとり、効果的な安全衛生管理計画を立てます。
３．事故や労働災害防止・作業効率向上のため、法令やルール・作業手順・意識向上の知識教育や、作業と運転操作
の良い習慣を身に付ける為の技能訓練を実施します。

４．作業環境を整え安全で効率的な作業を行います。
５．法令やルール違反、事故や労働災害に直結する作業方法や状態を検査する為に安全衛生パトロールを実施します。
６．作業環境における危険有害を低減する為に、建物、設備、車両、資機材、勤務体制などの調査を行い対策を講じます。
７．症状、薬効、体調不良によって影響する業務中の事故や労働災害を防ぐ為の措置を講じます。
８．危険有害な情報を関係者に伝えて守る。また情報や活動記録を保管し将来に役立てます。

	 2019 年 10 月 1 日
	 アースサポート株式会社
	 代表取締役　尾﨑　俊也

代表取締役

総括安全衛生管理者

安全衛生委員会【１回／月】

安全衛生委員

産業医

安全管理者

衛生管理者

安全運転管理者

整備管理者
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災害・緊急事態への備え

　地震や火事といった災害や、現場
における緊急事態を想定した訓練を
毎年行っています。

■運転技能講習、安全研修
　廃棄物収集運搬作業時における交通事故防止の為、運転技能
講習や安全研修を定期的に実施しています。実技講習に加えて、
実際のドライブレコーダーの画像を活用しながら研修を実施するこ
とで安全運転意識の向上を図っています。

■ドライブレコーダー、デジタルタコグラフの活用
　廃棄物の収集運搬車両約70台全てにおいてGPS付きドライブ
レコーダーとデジタルタコグラフによる動態管理を行っています。
運転時の映像や車両走行ルート、危険運転を検知した際のアラー
ト通知などのデータは全てクラウド上にアップロードされ、リアル
タイムで把握することが可能となっています。これらのデータを活用し、安全運転指導に役立てています。

■点呼
　点呼の実施及び記録は収集ドライバーの安全を守るために欠かせない業務の一つです。業務開始・終了時に
は、血圧測定などの健康チェック、
アルコールチェック、車両異常報
告等の実施を徹底しています。
また、令和 4年 4月の改正道路
交通法施行に伴い、外出や出張時
に社用車を使用する全従業員に対
してもアルコールチェックの実施を
徹底し、その検査記録については、
クラウドシステムにより一元管理し
ています。

廃棄物収集運搬時における安全運転への取組み

パッカー車操作に関する安全研修の様子
＜収集運搬課＞

収集ドライバーの点呼の様子 アルコール測定結果はリアルタイム
でクラウド上に送信されます

松江本社での火災避難訓練

供給ホース破損による消
石灰飛散を想定した訓練
＜焼却課＞
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　毎月１回、各課の現場担当者が処理施設や駐車場、事務所などを巡回し、安全にかかわる改善点をチェッ
クしています。持ち場が異なる担当者の目でチェックすることで、自部署では気が付きにくい盲点への対策
を取ることが出来ます。
（安全パトロールによる改善例）
　場内のカーブミラーと車両走行速度標識が樹木により見え難くなっており、車両接触事故発生の危険性が
発見された為、樹木を剪定。

➡

　工場内で使用する重機や、現場作業に
関する安全研修を定期的に実施していま
す。外部講師を迎えた研修に加え、事前
に調べた内容を元に職員が講師となって
社内研修を実施することで職員の知識と
スキルのレベルアップを図っています。

安全パトロール

安全研修

TOPICS！
　昨年度から今年度にかけて現場作業員の
作業着の更新を行いました。熱中症対策に重
点を置き、少しでも快適に作業が実施出来る
よう生地や機能性に配慮した作業着を採用
しています。 現場作業員からは、「通気性や
伸縮性がよく、 夏場でも快適に作業ができ
る」と好評です。 リサイクル課作業着 焼却課作業着

重機の使用に関する研修
＜リサイクル課＞

解体現場で使用する
ロープワークの研修
＜解体工事課＞

before after
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　労働安全衛生法令で定められた教育、資格の取得を確実に実施するとともに、従業員のスキルアップの為、
会社が推奨する資格についても取得推進、支援しています。

　労働安全衛生法に基づく年１回の定期健康診断及び該当者への特殊業務健康診断（石綿健診、じん肺健診
など）の受診を徹底しているだけでなく、35歳以上の社員については、費用の自己負担無しで法定外項目（上
部消化管検査、婦人科健診）の受診が可能です。

資格取得状況

■労働安全衛生
資　　　格 人数

アーク溶接作業者 21
ガス溶接作業者 20
コンクリート造工作物の解体等等作業主任者 2
酸素欠乏危険作業者 2
チェーンソー作業者 4
はい作業主任者 4
フォークリフト運転者 48
フルハーネス型墜落制止用器具使用作業者 45
安全衛生教育修了者 （職長等の教育修了者） 7
応急手当普及員 1
化学物質管理者 1
刈払機取扱作業者 5
丸のこ取扱作業者 2
玉掛け作業者 47
建設業等における管理者のための熱中症予防教育 2
建築物等の鉄骨組立等作業主任者 2
研削砥石取替試運転作業者 22
高所作業車運転者 19
酸素欠乏危険作業主任者 10
車両系建設機械 （解体用） 運転者 37
車両系建設機械 （整地・運搬・積込み用及び掘削用） 
運転者 39

小型移動式クレーン運転者 38
小型車両系建設機械 ( 整地等 ) の運転者 22
床上操作式クレーン運転者 17
振動工具取扱作業車安全衛生教育修了者 5
石綿使用建築物等解体特別教育修了者 5
石綿取扱い作業従事者特別教育修了者 7
足場組立て等作業者 7
足場組立て等作業主任者 4
地山の掘削及び土止め支保工作業主任者 2
電気取扱者 （低圧） 8
特定化学物質等作業主任者 5
二級ボイラー技士 1
廃棄物処理施設作業従事者 4
不整地運搬車運転者 1
普通救命講習修了者 10
粉じん作業者 6
木造建築物解体工事作業指揮者 2
有機溶剤作業主任者 2
ＫＹＴ （危険予知訓練） トレーナー 7
職長・安全衛生責任者教育修了者 19

■その他
資　　　格 人数

一級建築士 1
二級建築士 1
1 級建築施工管理技士 1
1 級土木施工管理技士 1
2 級土木施工管理技士 2
解体工事施工技士 1
給水装置工事主任技術者 1
型枠支保工の組立等作業主任者技能講習 1
建築物石綿含有建材調査者 3
PCB 調査士 1
産業廃棄物処理施設技術管理者 8
2030SDGs 公認ファシリテーター 3
下水道排水設備工事責任技術者 1
環境管理士 1
環境計量士 （濃度関係） 1
危険物 （乙） 1 種 2
危険物 （乙） 2 種 1
危険物 （乙） 3 種 1
危険物 （乙） 4 種 8
危険物 （乙） 5 種 1
危険物 （乙） 6 種 1
危険物 （丙） 1
第 3 種電気主任技師 1
宅地建物取引士 2
毒劇物取扱責任者 1

令和５年３月31日時点

健康管理
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過去のレポートをホームページで公開しています 

編  集  後  記
　「サステナビリティレポート2023」をご覧いただき、ありがとうございます。持続可能な社会の実現に向けた当社の
取組みを、皆様に深くご理解いただくことを目的に、分かりやすく、見やすい内容となるよう編集しました。本レポート
の作成にあたり、関係者の皆様方にご協力いただきましたことを厚く御礼申し上げます。
　今後も、ステークホルダーの皆様のご意見を賜りながらサステナビリティ活動を進めると共に、その取組みをより分
かりやすくご紹介出来るレポート作りに取り組んで参ります。

(アースサポート株式会社  SDGs推進室)
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